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副部長会 皆さん、こんばんは。ただいまより第８回恵那市恵那南地区統合中学校準備委

員会教育活動・学校事務部会のほうを開催させていただきたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

     まず初めに、部会長より挨拶いただきます。 

部長会  改めまして、皆さん、こんばんは。学校が始まってもう２か月ほど経ちました。

私のモットーは人生の入り口で世の中をつまらないとは思わせたくないという

思いで今やっております。本校は不登校が結構多かったですが、そのモットー

が通じたのか、一人、二人と不登校の子が戻ってきつつあるようになっており

ます。大きな要因は対話です。やっぱり人は喋る人がいると元気になりますね。

この統合の新しい学校のコンセプトにも人とつながるというのが真ん中にあり

ます。人と話せる、自分の思いがいつでもさらっと喋れる、そして聞いてくれ

る人がいる、こういう日常をつくるというのはとても大事なことだなと思って

おります。これからのキーワードは世界の人だと思います。世界の中にはもち

ろん外国人がいます。それから地域の人もいます。家族の人もいます。世界の

人と明るく笑って対話ができるような学校がこの後２年後にはできていってい

るといいんじゃないかなというようなことを、校長部会では話をし始めている

ところです。 

     今日は学校図書のデザインについてのことがメインに話されると思いますが、

皆さんの意見をたくさんいただいて、いい図書館ができれば、いい学校ができ

ればなと思います。どうぞ今日もよろしくお願いします。 

副部長会 では、報告、協議事項に入っていきたいと思います。事務局のほうよろしくお

願いします。 

事務局  失礼いたします。事務局のほうから説明をさせていただきます。プレゼンのほ

うを見ながら、もしくはお手元の資料を見ながら聞いていただければと思いま

す。まず、今回、もともとの予定としては、７月の末でということで次回の開

催を計画しておりましたが、急遽予定よりも早い時期で、なかなか余裕を持っ

ての案内にならなくなってしまったということが大変申し訳なかったんですけ



れども、その理由といたしましては、こちらのほうからデザインについて環境

部会等のほうに提言をした図書館のデザイン、これ大きな工事に関わるような

デザインについての設計のほうが決まってまいりましたので、それについて、

メインの検討する部会は環境部会のほうなんですけれども、こちらからも提言

を出させていただいておりますので、こちらの部会でも見ていただいて、確認

をいただきたいという要望がありましたので、このような時期に開かせていた

だいております。申し訳ございません、ご了解ください。 

     では、その中でですけれども、今回も常に検討していただくときに、よりどこ

ろとするところとして、この目指す恵那南地区の統合中学校の姿というところ

になります。これにつきまして、もう少し細かな内容であったりとか、そうい

ったところを決めていくということが大事なのではないかというようなご意見

を前回のときにいただいておりますけれども、そういったところも含めて、教

育委員会や学校の先生方のほうで組織している実務推進委員会のほうでも、そ

ういったところについては検討を始めていただいておりますけれども、ただ、

この全体の準備委員会のよりどころとするには、いろいろな手続を踏む必要が

ありますので、今の段階ではまだ我々がよりどころとするところとしては、こ

の目指す恵那南地区統合中学校の姿、ここのところを今日は意識していただき

ながら、またご意見をいただければというふうに思っております。ここのとこ

ろ中身にあるところで、自分なりに考えてみますと、その人とつながるという

ようなところがしやすい図書館ってどんなふうなところかなということであり

ますですとか、環境整備のところにあります豊かな学びを支えるＩＣＴ環境の

整備でありますとか、多目的ワークスペースの整備、こういったところを踏ま

えたときに、図書館がどんな形であるといいかというところについて、後ほど

グループワークを入れる予定でありますけれども、いろいろ優先すべき内容を

考えていただけるといいのではないかなということを思っております。 

     では、この図書館に関することのこれまでの検討の流れを確認したいと思いま

す。昨年度から参加してみえる方はご承知おきだと思いますけれども、今年か

ら変わられて資料を受け継いだという方もあるかと思いますので、簡単に確認

をしていこうと思いますけれども、特に図書館に関することで検討がされたの

は、第３回と第４回でございます。第３回の部会のときには、中学校の図書館

が果たすべき機能、役割というのはどういったものがあるのかというようなこ

とについて、情報を提供させていただいて確認をいたしました。そしてまた、

現状の課題の確認ということで、今のこの山岡中学校の図書館、こういったと

ころの課題、こういったところについて確認をいたしました。そしてこれから

の学校図書館の在り方、こういったところについて、今、国がどんなことを求

めているかということについて事務局のほうから情報提供をさせていただき、



その中で新しい中学校の図書館、こんなところがいいねということについて、

意見交流を進めました。それを受けて、第４回のときには、第３回の部会にお

ける意見、こんなのが多かったですよということとか、そういったところをま

とめて、じゃあ環境部会のほうへ、この部会として、こんなことを設計のとき

に大事にしてくださいという、提言する内容の確認ということで、第４回の部

会のほうが進んでまいりました。 

     その際に、皆さんの部会の中で出てきた意見としては、このような意見が多く

ありました。ちょっと見にくいところもあるかもしれません。一番大きいとこ

ろで言うと、落ち着き、くつろぎ、リラックス。２つ目のところは、利用した

くなる、入りやすい、気軽。３つ目が、広い、開放的、オープン。４つ目のと

ころが、木、木材、そして明るい。あと、順番に続いていきますけれども、こ

ういったイメージ、こんなイメージの図書館がいいよねという意見がたくさん

出てくる中で、改築の設計に反映させていってほしい事項として、この３つを

この部会として挙げております。一つ目は、広いスペースが必要ということで、

今ちょうどここの上のところが、今の図書館になっているわけですけれども、

そこだけよりも、広いスペースができるだけ取れるといいのではないかという

ことですね。落ち着いて、学習、読書ができる空間、それを配置できるスペー

ス、圧迫感なく開放的で入りやすい明るく広い空間、こういったところを実現

してほしいというのが１つ目。２つ目が、利用しやすい環境づくりということ

で、生徒が気軽に利用できる雰囲気、空間デザインの工夫、多目的な利用を見

据えて、外部からもアクセスしやすい場所とするというようなこと、快適な空

間づくりということで、リラックスして過ごせる空間となるようレイアウトの

工夫が必要ということで、温度や照度が保たれていることは必須、こういった

ようなことが設計のほうに提言されました。 

     そして昨年度のまとめとして、校舎の造改築を議論している環境部会に伝える

んですけれども、設計案のほうができましたらそこを踏まえて、さらに具体的

な検討に移るということで、今年度の流れの方が進んでいるところです。 

     ここまでが昨年度の流れの確認ということになります。これを踏まえまして、

今回出てきた設計図のところの確認になっていきますけれども、こちらが１階

スペースになります。お手元のほうにＡ３で大きなものを印刷してありますの

で、見ていただければと思いますけれども、一番大きなところとして階段をど

こに持ってくるかということと、あと１階と２階と両方とも広い図書館として

活用するようにして、ここもゆくゆくは図書館になる、図書館のスペースにな

っていくというような設計で、単純に考えて、かなり２倍以上の広さになって

いるというようなところがあります。階段の位置なんですけれども、外側につ

ける案であったりとか、皆様にお配りしたときにはもう少し向こうの窓際に近



い階段案だったんですけれども、最終的な案として、ちょうど今ここのシャッ

ターの前辺りのところ、ここのところに階段がくる案で進めているところでご

ざいます。それを受けてこの１階部分ですけれども、じゃあその中で、あとど

んな空間が考えられるかということで、設計のほうで入れていただいている案

が幾つか出ております。例えばこの辺のところですけれども、この辺のところ

にプレゼンエリアということで、壁一面がホワイトボードとなっているような

写せるスペース、それはこの辺りということになります。ちょうど今皆様がい

るこの辺のところが、このラウンジソファー席ということで、ゆったりとした

座面のラウンジソファーを設置するというようなものを置いてはどうかという

ようなところです。そしてその奥の向こうの観葉植物があるあの辺りですかね、

あそこのところには台形テーブル席ということで、キャスター付きの台形テー

ブルを組み合わせて、その活動の内容状況に応じていろいろ組み合わせながら、

大きな机にしたり、小さな机にしたりというようなことができるところにして

はどうかというところです。一番奥のほう、あそこところはソファー席という

ことで、ちょっと囲われたソファーのあるスペースのところでというようなと

ころ。今、校長先生辺りがいる後ろのちょっと奥のところにミーティングエリ

ア、こういったところも配置できるのではないかというような今設計のアイデ

アのところです。今の水道の前辺りのところ、ここにこの柱の前に壁がきます

んで、あそこのところに準備室ということで、物を収納できるスペースという

ふうになっておりまして、例えばさっき説明したような台形テーブルですとか、

そういったものを必要に応じてそこにしまうことによって、ここを広い空間と

して使うこともできるというようなことも考えられるのではないかというよう

なことで、こちらの１階のデザインのほうが今進んでいるところです。 

     ２階のほうは図書館の本が置いてある中心スペースということになります。全

体で１万１,８２０冊という蔵書数が必要になるんですけれども、この部分に

ついては、２階を中心に置くことができるという今計算のほうをしております。

そして左上のほうですね、あそこのところに閲覧スペースというようなところ、

そういったところを持ってくるということで、ここの階段のところをつないで、

上は本当に図書館的なところが大きいと思いますけれども、いわゆる図書館と

いう感じがするかなと思います。一点、あそこの左上の閲覧スペースというと

ころの壁全部本棚になっているところが写真であるかと思いますけれども、こ

れをこの横から見た図面になりますと、１階のこの部分、階段のところから向

こう側のところをこの壁の本棚のようにすることで、この辺のところ、ここに

その本棚の壁がきて、このミーティングエリアというところを、少しここのと

ころはこちら側のメディアワークスペースと壁ができるような形、そういった

デザインで今進めていただいているところでございます。 



     設計については今大きくはこういった中でございますけれども、今説明したこ

の「〇〇スペース」というものについては、まだ設計段階で確定しているとい

うことではなくて、この後ご了解いただきたいのは、階段が真ん中について一、

二階ぶち抜きの図書室にするというようなことについて、提言どおり進んでい

るということでよろしいでしょうかということについて確認したいということ

になります。まずここまでのところで、もし何かデザイン等のことでご質問が

あれば受けたいと思います。 

委員   すみません、準備室がそこにできるとおっしゃったんですけど、その壁は貼る

スペースになるのか、今のところ普通の壁なのか、どんな感じですかね。 

事務局  では、私からちょっとお話させていただきますが、基本的には映像を映そうと

しておりますので白い壁にはなりますが、それを今ですと恐らく掲示をするよ

うな白いボードですね、こういったものを計画しようというふうに考えていま

すが、今のところ変更可能なんですけど、今想像しているのは掲示もできる白

い壁を造ろうというふうに今考えています。 

委員   ありがとうございました。 

委員   いいですか。 

事務局  どうぞ。 

委員   最初に検討していたときに、中学校が集まるときに、蔵書というものが結構あ

るなというふうに聞いていたんですけど、取捨選択をされて、絞って、ほぼ２

階で収納ができるよというようなことでしょうか。何か最初の頃聞いていたの

は、結構入るのかな、狭いのかなというふうに思ったんですけれども……。 

事務局  人数を想定したときに必要となる蔵書数というのが一応決まりがあるんですけ

れども、ここのところで全体で１万１,８２０冊というような、この数のとこ

ろはそういった新しい学校になったときの、必要となる蔵書数はクリアした状

況の数です。それが下まで使わなくても、一応上のところの本棚で収納するこ

とができるっていう今計算で、ただそこにじゃあ、５校からどんな本を持って

きて、どれは向こうに持ってきてというところはこれから司書さん中心で、あ

まり古いものは持ってこずにというようなところの取捨選択は進めているとこ

ろです。 

委員   もう一ついいですか。ということは５校に残る図書室に本が置いてあるという

ような、そういうような感じですか。 

事務局  そこまで今はっきり僕のほうでお答えはできないですけれども、ただ基本的に

は、もう学校は全部空けるということになりますので、持ってくるものは持っ

てくる、あとのものは廃棄するというのが考えになります。例えば、そうはい

ってももったいないものがこんなにあるなら、どこか地域のほうにももらうと

ころにあるよとか、例えば、じゃあみんなでそのフリーマーケットか何かやっ



て、ちょっとでも何か活用できるようにしようとかっていうアイデアがあれば、

それは活用していくことができると思いますけれども、そこにずっと残してお

くということはできないと思います。 

委員   もう１個いいですか。たまにしか会議に来ていないので、いけないんですけど、

このランチルームを図書室に利用するというような計画が決まったというのは、

環境部会でも、そうですねここを使っていきましょうということが決まってい

たのか、新たにどこかにつくろうというような検討がなされたのかどうかとい

うのを教えていただけますか。わかる範囲でいいですけど。 

事務局  じゃあ私のほうからお話をさせていただきます。図書館については、教育部会

のほうで検討するということで課題が与えられておりました。実際のところ、

教育部会のほうで意見が出たほうが先です。ぜひとも広いスペースがまず欲し

いとなって教育部会に出まして、であればもうランチルームしかないなという

ご意見が教育部会の中で出まして、それを環境部会に伝えて、環境部会のほう

もそれを了承したというのが大きな流れになっています。 

委員   ラウンジソファーっていうのは、これって何を目的としたスペースになってい

ると思いまして、別の意味でゴロゴロするスペース空間を作られる、何かあっ

たときに一定の規模が欲しいとか、そういったような目的で設けてあるんでし

ょうか。何か机があればちゃんとするのかなと思ったんですけど。 

事務局  これはこのイメージに関するところで、一番最初のところでリラックスという

言葉であったりとか、くつろぎという言葉が上位で上がってありますので、そ

ういったところを受けて設計業者さんのほうで、であれば普通のソファーでは

なくてのんびりくつろげるソファーというのを置くということもできますよっ

ていうようなアイデアとして入れていただいておりますので、例えば今日のこ

の後のグループワークの中で、ラウンジソファはやっぱりいいねというふうに

なるのか、いややっぱりここはいらないのではないか、優先順位が低いよとい

うふうになるのか、また今日はそういったところのご意見をいただけるといい

かなと思っております。 

委員   ２階のほうに蔵書をまとめてみたいな感じでさっきお話を伺ったんですけど、

この３つの中学校の姿の中に地域対応というので、一番右のところに地域を知

り、地域を愛する生徒みたいなのがあるんですけど、それぞれの岩村なら岩村

に下田歌子さんとか、佐藤一斎の資料とかいろいろあるかと思うんですけど、

ほかの山岡や明智の生徒もそういうことが学べるというようなスペースは造っ

ていただけることになるでしょうか。 

事務局  はい、私のほうからお答えさせていただきますが、図書については例えば図書

室の中でということになりますが、それ以外の学校が保有している伝統的なも

の、歴史が分かるようなものについては、その図書館以外の場所で展示ができ



るようなスペースを環境部会のほうで検討しているというような状況でござい

まして、図書館以外のところで、そういったスペースも設けていきたいという

ふうに今考えています。 

委員   イメージ的には郷土室みたいな感じですか。 

事務局  そういうイメージですね。あんまりたくさんのものは、もう全てというわけに

はいきませんけど、中で厳選したものが展示できるようなスペースを設けてい

きたいというふうに思います。 

事務局  いかがでしょうか。ありがとうございます。今ご意見を伺いながら、基本的な

質問はありましたけれども、特に提言したことが反映されていないというよう

なご意見は特になかったかと思いますので、ここまでの設計の進みとしては、

ご承認いただいたということでよろしいでしょうか。 

     では、この大きな設計を踏まえて、では今日の皆さんのお知恵をいただきたい

ところになりますけれども、グループワークのほうの進め方について、ちょっ

と確認していきたいと思います。 

     まず、各テーブルのところで五、六人くらいのグループになっておりますけれ

ども、どなたか進行役を決めていただいて、簡単に自己紹介をしていただきま

したら、自分の考えづくりということで、机の上に付箋が置いてありますので、

さっき出たこの辺のスペースの中で、このスペースはやっぱり大事にしてほし

いよねとか、これちょっと場所を変えてほしいよねとか、そういういろんなア

イデアですね、先ほどみたいにやっぱり一部のところには、郷土の書物に関す

るものはやっぱり置いたほうがいいんじゃないのというアイデアとか、そうい

ったようなここにないけれど、加えたほうがいいようなアイデアとかあれば、

付箋に書いていただければと思います。それを５分ぐらいで書いていただきな

がら、その後１０分間ぐらいで意見交流、真ん中のほうにこちらの紙のほうも

グループワーク用に置いてありますので、そこに書かれた付箋を貼りながら、

ここのこのスペースっていうようなことを皆さんの意見交流しながら、進めて

いただければと思います。そして皆さんの意見が出きったところで、今度皆さ

んの意見を踏まえて、学校図書館司書さんでありますとか、学校関係者であり

ますとか、市教委のほうが関わりながら、さらに詳細な設計を詰めていきます

ので、そのときに優先してほしいこと、優先順位をつけるとしたらどうしよう

というような形で、最後まとめていただければというふうに思っています。一

応１から１０番まで書けるようになっておりますけれども、全部埋まる必要は

ないですし、ちょっと１番、１つには決められなかったので、２つぐらい１番

がありますかというふうでも結構です。そんなふうにして少し優先順位を意識

した、今度図書館に向けての提言みたいなところを、まとめていただければと

思います。 



     最後、進行役の方に、うちのグループでは主にこんな意見が出て、こんな順位

になりましたというようなところをご発表いただいて、グループワークのほう

をしていくという予定で進めたいと思っております。 

     進め方のところ、また事務局の方も回りますので、ご質問があれば聞いてもら

えればと思いますが、今日やっていただく内容、大きくはよろしかったでしょ

うか。 

     では、早速、今、前向いてもらっておりますけれども、テーブルを囲むような

形になっていただいて、リーダーの決定のところから進めていただければと思

います。ではよろしくお願いします。 

 

   ～グループ討議～ 

 

事務局  一応お時間がまいりましたけれども、よろしいでしょうか。もうっちょっとだ

けっていうグループあれば教えてもらえば……。ありがとうございました。で

はどんなような意見が出たのか、交流していきたいと思いますので、Ａグルー

プからお願いいたします。 

Ａグループ発表者 すみません、よろしくお願いします。Ａグループでは、基本的にはと

てもというか、子供たちが集いだりとか活動するためにはとてもいい環境が設

定されているなということを思いながら、皆さんで交流しました。ちょっと今、

そこまでたくさんはなくて、一つ一ついろいろ話をしたので、出たものだけ言

うと、ただもっとよくしていくためにはどうしたらいいのかなというところ、

どこも私たちお気に入りのポイントなのですが、例えば、２階の図書スペース

でいくと、一人で読むスペースがもっとあるといいのかな、一人でもっと勉強

したりとか、本を読んだりとか、グループとかそういうところがあるんだけど

も、一人で読む椅子やカウンターがあると、もっと落ち着いて読書に向かえる

のではないかなとか、あとはこの図書館という機能面で考えると、２階にその

機能がぐっと寄っている感じがするので、例えば１階でもこれだけソファーや

いろいろがあるのだから、１階でも書架があり、本が書いて読めるような、こ

の一、二階がそういうふうな状況になるといいのかなという、メディアスペー

スということなのであれなんですけど、そんな中にも本があってもいいのでは

ないかと。例えばメディアスペースＩＣＴになってくると、調べ学習とか発表

になってくると、資料関係のものの分類は下に置くとか、そういったふうな分

け方をしていくのもいいのではないかというのがいいと思いました。 

     このプレゼンエリアは、ほかの中学校には絶対ないところなので、こういった

ところがあるということがいいなということ、それからソファー席もこういう

様々なところでリラックスできるというところがとてもいいのではないかなと。



ただそれの横にあるミーティングエリアというのが、どうせだったら囲ってし

まわずに、もっと広くこのソファー席の延長じゃないですけども、大きく広く

ゆったりするか、もしくはミーティング、要はグループ学習ができるような、

本当にそれぐらいの規模ならいいのかなということ、ちょっと何をやるのかに

迷うスペースになってしまいそうだなというところが意見としてありました。

あとは準備室が大きすぎるのかなという意見も出たり、ただ５校からもって集

まってくるので、例えば既に書架のほうで１万１,８２０冊が収容可能という

ふうになっているんですけども、当然地域の資料であったりとか、大事な寄贈

された本であったりとか、そういったものもあったりするので、そういったも

のを全部入れると大変なことになるので、ここの書架には置かないんだけれど

も、大切な資料なんかはこういうほうに入れるんじゃないかなというのも意見

として出てきました。 

     ちょっと順位のところまではいかなかったんですけども、どこもなかなか捨て

がたいんですけども、もうあとちょっと一工夫があると子供たちが充実してで

きるのかなということで、すいません、話はそこまでになりました。 

     以上です。 

事務局  ありがとうございました。続いてＢグループお願いします。 

Ｂグループ発表者 Ｂグループです。Ｂグループは優先順位というかいろんな意見が出ま

した。質問も含めてです。よろしくお願いします。 

     まず、Ａグループさんと同じで似ているところも言いますけど、個別学習ブー

スがないのという点で、これはバスの待ち時間だったりとかですけど、学校か

らお家に帰るまでの間のちょっとした個別に自由にというか、そういうスペー

スとか、そこにはＷｉ－Ｆｉも当然飛ぶんでしょうけど、アプリも使って電源

もあって、そんなのがあればいいのかなというのはありました。それからです

けども、個別学習ブースと別に、せっかく窓際にスペースがあるので、今はや

りじゃないですか、カウンターがあって、そこに電源があるという、カフェや

マックもありますけど、スタバもありますけど、あんなのがいいんじゃないか

という意見もありました。 

     あとこれ質問になるんですけども、フロアにタイルカーペット、専門用なんで

す。この辺は掃除のことを考えたりするとどうなのかなと。掃除のしやすさは

とか、さっきもありましたけども、床でゴロゴロするわけじゃないので、素材

はどんなものがいいのかという質問なんですけど。タイルカーペットというの

は……。 

事務局  タイルカーペットというのは基本は絨毯です。絨毯で３０センチ角ぐらいに刻

まれた絨毯ですね。これのメリットというのは、例えば飲み物とかこぼしたと

き拭くわけにはいきませんので、絨毯ですので、１枚だけひっぺがすとそこだ



け変えられますよというこういうものですね。 

Ｂグループ発表者 掃除のしやすさを考えたときに、どんな素材がいいのか、あと、これ

Ａグループからも出た質問、ミーティングの用途って教室でできることをこっ

ちでやる、どんな用途があるのかな、それやっぱり明確にミーティングじゃな

くて、ほかの用途だと子供たちは入っていいのかなっていうことで、迷っちゃ

うじゃないの。名称を考えたほうがいいかなと思いました。あと、みんなのト

イレは期待大、これからの時代にぴったりというのが意見としてありました。

あとは、これは我々も出ましたけど、１階がやっぱりもったいないので、特設

コーナーとか新刊コーナーとか、今週は岩村の特集とか、来週は明智とか、月

ごとでいいですけど、そういう何か子供たちの特設コーナー、新刊コーナーそ

ういうのがあればいいのかなという、これはリクエストになってしまう、そん

な意見も出ました。 

     あと３つは質問なんですけど、これは今、電子辞書、電子版、キンドルとか、

将来的にああいった電子版の図書の検討はあるかなというふうに思いました。

これは、平林先生、前のときにご経験があったそうですけども、実際電子版の

トライアルでやられたらしいんですが、あんまり実績は、貸し出しで、電子図

書の貸し出しのあまり実績はあまり振るわなかったそうです。でも子どもたち

はｉＰａｄを持っているので、将来的には親さんが許せばそういう流れもお願

いします。これから始まるんで、その中でＷｉ－Ｆｉ飛ばせばということもあ

ります。あとソファーもね、すてきなソファーで色とりどりでいいと思います。

子供たちが使うと遊ぶとかで大変じゃないかと心配しています。ほかあと台形

テーブル、これだって使いやすいのかなと、普通のテーブルでもいいんじゃな

いかとそういう意見もありました。 

     以上、Ｂグループでした。 

事務局  続いて、Ｃグループお願いします。 

Ｃグループ発表者 Ｃグループも意見が幾つか出まして、中には要望チックなものも入っ

ていますが、ご了承ください。 

     まず１点目が、恐らく木造というか、本を置くところも木を多く使うスペース

だと思うので、できれば恵那市の木材を活用していただければと思います。次

が、できるだけ５校の本を集めて、無駄な破棄をしないというのと、その本を

配置するときも、低学年の子が取りやすいような書籍を下の段だとか、そうい

ったような配慮ができるといいなというような意見がありました。 

     続いてが、今、本離れ、読書離れ、活字離れというのがありますので、本に触

れる機会を持ってほしいというので、パソコンとかでデジタルを駆使して本を

検索するだとか、そういったような設備があると、本に触れる機会が持てるの

かなといった意見がありました。 



     あと、Ａグループ、Ｂグループにもありましたが、集中して使える個人スペー

ス、窓際なり、個人スペースなりをといった意見がありました。 

     次が、ラウンジソファーのスペースで、横になれるスペースというのが、例え

ば給食の後、どうしても眠くなちゃって、午後の授業とかにも影響が出ちゃう

子もいるので、そういった子たちがちょっと一休みできたり、生徒はもちろん

なんですけど、先生とかで使えて、少し保健室の休憩とはまたちょっと違う休

憩スペースみたいな、そこで活用できればいいのかなといった意見がありまし

た。 

     最後になりますが、プレゼンエリア、今、机が１３ありますけども、このエリ

アで１クラスの人数が授業等で利用できるスペース活用ができるといいなとい

った意見がありました。 

     以上です。 

事務局  Ｄグループお願いします。 

Ｄグループ発表者 Ｄグループです。４つあります。 

     １つ目は、今、ラウンジソファーの話も出ましたが、このグループでは必要か

なといったところで、むしろここにラウンジソファーというよりも、全体とし

て１階になるそうですけど、子どもたちは例えば本を借りて、それを座って読

むスペースとか、あるいはバス待ちのときに勉強するスペース、つまり机とか

椅子が、もう少しあるといいんじゃないかなということが出ました。 

     ２つ目が、さっき台形テーブルの話も出ましたが、上矢作かどこかにあるそう

なんですが、「割と使いやすいよ」ということで、いろんな形に変えれますの

で、ただキャスターということで、地震が来たときくーっと動いてしまうと危

ないので、ロックができるようなやつとか、あるいは地震対策が施されたキャ

スターがあるといいかなということでした。あとは真ん中に行き来できる階段

があるというのがいいなということで、バス待ちもそうですし、２階で本を借

りている子がさーっと降りてこれる、ぐるっと回ってこなくてもいいですとか、

ということで１階と２階の行き来がしやすいというところがいいなということ

でした。そして最後ですけど、夜なので景色が分からないですけど、２階のこ

の上ですかね、書架がずっと置かれるような感じですね。書架もいいんですけ

ど、例えばちょっと一部外の景色が見えるとか、そういう部分があってもいい

かなと。少し安全面で危ないようでしたら、窓を窓ガラスにするとか、そうい

ったところも考えられるかなというところが意見が出ました。 

     以上です。 

事務局  ありがとうございました。特に多かったところとしては、一人一人で学習する

スペースとか、そういったところが確かにない中で、いろんな意見をいただき

ましたので、そういったところをまた今後のデザインのほうに反映させていた



だいたりですとか、司書さん方に皆さんの意見を伝えて、できるだけ反映して

いくというような形でやっていきたいと思いますので、貴重な意見ありがとう

ございました。後ほどグループの最後の集計したものを、順位づけなしならな

しで結構でございますので、集めさせていただきますので、机の上に置いてお

帰りください。ありがとうございました。 

     では、このまま続けていってよろしいですか。 

     では、これで検討は終わりになるんですけれども、ちょっと皆様に情報提供と

いうか、近況報告ということで、私から最後にお伝えさせていただきます。 

     議題１８の生徒会に関することということで、こちらの部会のほうは対応して

いるわけですけれども、今年度の内容として、執行部による交流会を月１回程

度実施するということや、交流内容は生徒会のスローガンや活動内容、行事に

ついて各校の様子を紹介したり、アイデアを交流したりするというような内容

がありました。実は今日の昼間に生徒同士の交流会の第１回目がありましたの

で、本当は動画を持ってこれるとよかったんですが、そこまでちょっと手が回

りませんで、写真だけちょっと持ってきました。ちょっと見ていただくとこん

な感じで、それぞれの生徒会の子たちが、右上のところで言うと岩中人権宣言

なんていうことについて、こんなの自分のところではやっていますよというよ

うなことを話をしたりしながら、何々学校さんはどうですかなんていうような

こととか、何か質問ありますかなんていうようなこととかを交流のほうをして

いました。４０分間の交流会でしたけれども、そこの中で子供たちなりに最初

は照れている様子もありましたけれども、生徒会の様子等々について、交流を

進めていました。これまた右上のところ、えらく人数が多いところがあると思

いますけれども、これは生徒会の子たちではなくて、パブリックビューイング

を設定してくださいまして、生徒会役員とは関係のない子たちが、生徒会役員

の子たちがどんな様子を話し合っているのかというようなことについて、見て

いただくというのをやっていただきました。これは岩村中学校さんでやってい

ただいたんですけれども、こんなアイデアもあって、多分これから先、他の学

校も積極的に取り入れたりとかしながら進んでいくのかななんていうようなこ

とを思いながらやっております。月１回程度ということで計画しておりますけ

れども、実は２回目は明日やる予定でおります。 

     今日印象的だったところとしては、各学校のこれまでの伝統であったりとか、

例えば三本柱とかいろんな各学校のことを、今日交流していたんですけれども、

ふとある生徒会の子が、この伝統を統合したときにどうしていこうということ

を、自然と子供たちが話し合っていました。それはやっぱり残していきたいよ

ねというところで、今日は話が終わったんですけれども、じゃあどんなふうに

して残していくのか、そういったところについて、これから生徒会を中心にし



ながら、子供たちのほうがいろいろなことを考え出しているのかなということ

を思った交流でした。自分もオンラインで見させてもらいましたけれども、こ

んなことがありました。またこういった実施されている様子につきましても、

この部会を使って皆様にお伝えしていければなと思いましたので、今日は写真

だけですけれども持ってまいりました。ご承知をお聞きください。こんなふう

に進んでいます。 

     では次は、次回の部会についてということで、ちょっとお話をしたいというふ

うに思います。時期等については、また後でご検討いただければと思いますけ

れども、内容としましては、今度７月末に本当はやる予定だったところの、学

校備品、教材備品の整理というところが、やはり次回も内容になるかなと思い

ます。ここの画面のところにありますように、５校の備品の把握というところ

から、必要となる備品の把握、そして特色ある物品等が出てきたときに、それ

をどういうふうにしていくのか、今日もちょっと話題がありましたけれども、

学習スペースみたいなものがあるのか、図書館に入れるのかというようなこと

がありましたけれども、そういったものが、どんなものがあるのかというよう

なことが、夏休みの後半ぐらいになったときには、予想としてある程度見えて

くるのかなと思っています。そういうところから、今度各校から持ってくるも

のと、購入するものというようなものの選定というところが出てきます。そこ

で、部会で検討していただくのが一つ目が、特色ある物品、種類であるとか量

であるとか、こんなものが見えてきたときに、これをどういうふうにすること

ができるのか、また不要品の処分方法というようなことで、今日も本はなるべ

く廃棄をしないことが大事にできないかというようなご意見がありましたけれ

ども、そういったときに、スペースとしてはやっぱり限りがありますので、そ

ういったときにどういった方法があるのかということについて、次回は協議の

が進められるといいかなと思っています。 

     もしこういったところで何かいいアイデアがありましたら、次回のときには持

ち寄っていただけるといいのかなというふうに思います。 

     これはタイムスケジュールのほうですけれども、６年度の９月のところが当初

予算要求ということになっていますので、ここに向けて取り組んでいると考え

ていますので、正直７月末までだと、ちょっと今話をしたような準備のほうが、

動き始めてくると結構えらいということが見えてきますので、８月末に行って

９月のこの予算要求のところに合わせていくというような感じになってくるか

なということを事務局としては考えているところです。 

     課題２３の予算計画に関することということですけれども、こちらについても

次回少し皆さんのご意見に伺うようなところまで持ってこれたらなということ

を思っているところです。特にお金の集め方とかというところについては、ど



ういった方法が考えられるのかというふうに、案のほうを少し整理しながら、

そこに皆様のお知恵をいただきながら進めていくというようなところも、次回

何とか持ってこれたらいいなと思っています。ぜひこういったところについて

もご意見等がありましたら、次回のときにご意見いただけるといいかなという

ふうに思っています。 

     徴収金の黒点３つ目のところで補助教材を合わせるというようなところについ

ても、今年度から取組始めているところですけれども、そういったところもあ

るかと思います。 

     事務局から次回の内容になりようなところについては、以上というふうに思い

ますけれども、時期、場所等について、もしご意見があればということを思い

ますけれども。 

委 員  すいません、時期、場所じゃないけど、このタイムスケジュールの資料、前回

の総会の後にもこの部会で言わせてもらったんですけど、非常に読みにくい。

もっとグリーンを濃くするとか、黒字にするとか、もっと実際に使えるような

ふうに何とかしてもらえませんか。教育委員会の皆さん、目がいいので読める

かもしれませんが、私にはちょっと難しいです。 

事務局  分かりました。 

委 員  白抜きじゃなくて黒字にするとかですね。 

委 員  そうです。 

委 員  それからグリーンをもっと濃くするとか、コントラストをはっきりさせてくだ

さい。白抜きでね、ちょっと黄緑じゃちょっと、その前のグリーンに乗った白

字はまだ読めるんですけど、すいませんが、ちょっと。 

事務局  分かりました。前回もご指摘いただいたので、今回できるだけちょっと大きめ

のタイムスケジュールになるように……。 

委 員  大きくはなっている。 

事務局  またさらに。ありがとうございます。では、どうしましょう。では、次期、場

所のほうについては、事務局案、ちょっとお話をさせていただいていいですか。 

副部会長 今、３番の次回の教育活動の部会の時期をどうするかという話に話題が入って

きましたので、事務局案をお聞きいただいて、その時期でいいのかということ

を確認したいと思います。よろしくお願いします。 

事務局  事務局としましては、先ほどもお伝えしたように、備品のほうの確認のほうは

ですね、７月末までだとちょっとやっぱり学校の先生方にもご協力いただきな

がら進めておりますけれども、夏休み中が中心になるかなということをやっぱ

り思っております。そうすると、７月末ではなくて１か月ずらした８月末で一

度やって、この９月のところに間に合わせるというような、９月末でいかがで

しょうかというようなところが事務局案です。場所としましては、ここ、岩村、



山岡ときましたので、残りの３地区の中でというふうに思いますので、そこに

ついてはどこということは分かりませんけれども、残りのところが３回ぐらい

は今年度中にあると思いますので、必ず１回ぐらい回るかなというふうに思い

ますので、ぜひここでというところがあれば、そうでなければ順番に事務局に

お任せというふうにしていただければ検討させていただこうと思っていますが、

いかがでしょうかというところです。 

副部会長 では、開催日時についてですが、８月末という、細かい日程については事務局

のほうから連絡が入るということで、８月末でよろしいでしょうか。では、次

回は８月末を第９回、８月末をめどに案内をしていただくということでよろし

くお願いします。 

     会場については、あと３地区で串原があったり、明智があったり、上矢作があ

ったりというふうに順番に回っていくというようなことですが、よろしいです

か。では、それは事務局にお任せということでお願いしたいと思います。 

     では、本日予定されていた内容はこれで全て終了しましたが、何かここでご意

見やそういったものがあれば。 

事務局  学校名については、今、部会のほうで案のほうが、この間新聞のほうに出てい

ましたけれども、１案、２案のほうが恵那南中学校、恵南中学校ということに

なって、この後は幹事会、理事会等が通って、総会で最終決定というのが……。 

事務局  ７月下旬。 

事務局  ７月下旬ぐらいの総会のところで正式決定という……。 

副部会長 それではよろしいでしょうか。では、これで全ての議題内容が終わりましたの

で、これで会を閉じたいと思いますがよろしいですか。では、次回はまた８月

末になると思います。よろしくお願いします。 


